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水田での子実トウモロコシ

生産の実際

シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

幅
広
い
読
者
に
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
請
し
て
い
こ
う
と

思
う
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
た
め
に
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ハ
イ
ブ
レ

ッ
ド
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
以
下
、パ
イ
オ
ニ
ア
・

竹
下
達
夫
社
長
）
に
よ
る
技
術
指
導
や
支

援
が
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
述
べ
て
お
く
。

マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
み
た

柳
原
孝
二
氏（
北
海
道
長
沼
町
）

柳
原
氏
の
Ａ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
を

機
に
由
仁
町
や
岩
見
沢
市
、
栗
山
町
な
ど

近
隣
地
域
で
生
産
者
数
が
増
え
、
本
年
度

は
㈱
オ
ク
ノ
に
対
す
る
飼
料
と
し
て
約
９

ha
分
が
柳
原
氏
ら
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
実
験
的
な
レ
ベ
ル
と
は

い
え
、
栗
山
町
農
協
で
は
食
品
需
要
を
想

定
に
入
れ
た
組
織
的
な
取
り
組
み
も
あ

る
。
柳
原
氏
の
推
定
で
は
、
今
年
の
空
知

地
域
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
35�

ha
程
度
ま
で
広
が
っ
た
と
い
う
。

柳
原
氏
自
身
は
、
本
年
度
５
ha
の
転
作

田
に
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
付
け
し

た
。
今
年
か
ら
新
た
な
試
み
と
し
て
、
パ

イ
オ
ニ
ア
の
協
力
を
得
て
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
社

の
マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
（
図
１
）
を

利
用
し
、
１
１
０
日
タ
イ
プ
の
品
種
を
播

い
た
。
長
沼
町
周
辺
は
北
海
道
の
中
で
は

比
較
的
温
暖
な
地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
気
温
条
件
か
ら
露
地
栽
培
で
子
実
を
収

穫
す
る
た
め
に
は
早
生
品
種
（
85
日
タ
イ

プ
）
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
早
生
品
種

こ
の
�
�
�����������











経営

実
験
���������









は
、
北
海
道
長
沼
町
の

柳
原
孝
二
氏
に
よ
る
「
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
国
内
生
産
」
の
発
表
が
昨
年
12
月
に

開
催
の
「
Ａ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
������������











�
�

。
柳
原
氏
の
発
表
を
受
け
て
本
誌編


集
部
で
は
、
そ
れ
が
水
田
農
業
経営

の
新

た
な
可
能
性
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
我
が
国
の
水
田
農
業
経営

の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ひ
い
て
は
現
在
１

０
０
％
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
穀
物
と
し

て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
自
給
に
も
結

び
つ
き
得
る
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
本
誌
で
は
柳
原
氏
や
そ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
需
要
家
と
し
て
利
用
す
る

兵
庫
県
加
古
川
市
の
養
鶏
生
産
者
㈱
オ
ク

ノ
（
奥
野
克
哉
社
長
）
の
活
動
に
呼
応
す

る
と
と
も
に
、
北
海
道
以
上
�
�
��

�

に
�
��

�

多
収
を
狙

え
る
府
県
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生

産
を
開
始
す
べ
く
、
岩
手
県
花
巻
市
の
盛

川
周
祐
氏
と
秋
田
県
大
潟
村
の
宮
川
正
和

氏
に
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。
生
産
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需

要
家
と
し
て
肉
牛
肥
育
お
よ
び
養
鶏
を
行

な
う
読
者
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
。

今
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
本
誌
で

は
農
水
省
や
各
界
に
そ
の
意
義
を
伝
え
、

理
想
を
持
っ
て
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
業
経営

者
や
畜
産
事
業
者
の
経営

リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
政
策
提
案
を
し
て

い
く
。
多
く
の
地
域
で
の
生
産
実
績
と
成

果
を
確
認
す
る
た
め
に
、
来
年
度
は
よ
り

特別編

前 編

〜柳原・盛川・宮川氏の経営実験の報告と提案〜

本誌編集長　昆  吉則

本誌主催の「コンバイン収穫実演と水田での子実トウモロコシ生産に関する
検討会」が 10 月 30 日、大潟村の㈱正八（宮川正和社長）の圃場と秋田県
農業研修センターで開催された。本稿では、2013 年度の子実トウモロコシ
生産に取り組んだ柳原孝二氏、盛川周祐氏、宮川正和氏の様子を紹介する。
検討会については後段で報告する。また、次号で国内生産確立と穀物として
のトウモロコシ国内自給の可能性と意義について述べてみたい。
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で
は
坪
刈
の
デ
ー
タ
で
、10
ａ
当
た
り
１
・

３
ｔ
の
収
量
を
得
た
。
し
か
し
、
転
作
１

年
目
の
ま
だ
圃
場
の
乾
き
の
悪
い
場
所
の

平
均
で
は
マ
ル
チ
栽
培
で
も
同
７
０
０
㎏

に
と
ど
ま
っ
た
。今
年
の
柳
原
氏
の
場
合
、

５
ha
の
う
ち
の
大
部
分
が
転
作
１
年
目
の

圃
場
で
土
の
乾
き
が
悪
く
、
全
体
の
平
均

収
量
を
下
げ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、

将
来
に
大
き
な
可
能
性
を
抱
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
年
で
あ
っ
た
と
話
す
。

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
使
う
こ
と
で
温
度

の
確
保
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
生
育
期
間

の
長
い
１
１
０
日
タ
イ
プ
を
栽
培
で
き
、

北
海
道
で
も
１
・
３
ｔ
の
収
量
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
温
度
条
件
の
良
い

露
地
栽
培
で
の
収
量
の
可
能
性
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
４
畦
の
マ
ル
チ
ン
グ

プ
ラ
ン
タ
ー
は
機
械
だ
け
で
約
６
０
０
万

円
。
フ
ィ
ル
ム
も
使

用
実
績
の
少
な
い
現

状
で
は
10
ａ
当
た
り

１
万
円
も
か
か
る
。

そ
れ
で
も
柳
原
氏

は
、「
こ
の
機
械
は

１
日
当
た
り
７
〜
８

ha
の
播
種
作
業
が
で

き
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
に
作
業
を
任
せ
る

形
に
す
れ
ば
作
業
コ

ス
ト
を
下
げ
る
こ
と

が
可
能
だ
ろ
う
し
、

フ
ィ
ル
ム
も
使
用
面
積
が
広
が
れ
ば
安
く

な
る
。
７
０
０
㎏
の
反
収
が
１
・
３
ｔ
に

増
収
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
そ
の
導
入
価

値
は
あ
る
」
と
言
う
。

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
温
度
条
件
の
悪
い

Ｅ
Ｕ
の
国
々
で
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
含

め
て
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
増
産
さ
れ

て
い
る
背
景
に
は
こ
��������








の
�������







マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ

ン
タ
ー
の
普
及
が
あ
る
。
北
海
道
で
は
子

実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
だ
け
で
な
く
、
す

で
に
サ
イ
レ
ー
ジ
用
の
イ
ア
コ
ー
ン
生
産

に
こ
の
マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
試

行
が
始
ま
っ
て
い
る
（
10
月
号
29
ペ
ー
ジ

「
北
海
道
美
瑛
町
で
の
イ
ア
コ
ー
ン
栽
培

の
取
り
組
み
」
参
照
）。

初
め
て
の
作
で
１
ｔ
／
10
ａ
超
え

盛
川
周
祐
氏（
岩
手
県
花
巻
市
）

今
年
初
め
て
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

に
取
り
組
ん
だ
盛
川
氏
。
今
年
の
結
果
概

要
を
紹
介
す
る
前
に
、
昨
年
冬
の
筆
者
の

提
案
に
対
し
て
同
氏
が
二
つ
返
事
で
答
え

た
一
言
を
�
�����������











ぜ
ひ
����������










お
伝
え
し
て
お
き
た
い
。

「
緑
肥
と
考
え
れ
ば
損
は
な
い
。
北
海

道
の
人
な
ら
麦
後
に
緑
肥
を
作
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
よ
く
伸
び
る
根
が
�
�
�
�

耕
�
�
�

盤
を
突

き
破
っ
て
転
作
水
田
の
乾
燥
や
土
層
改

良
、
輪
作
作
物
と
し
て
も
最
適
。
そ
れ
で

幾
ば
く
か
の
収
益
が
上
が
る
の
だ
か
ら
」

そ
の
と
お
り
だ
。
北
海
道
の
ま
と
も
な

畑
作
農
家
で
あ
れ
ば
麦
後
の
�
�
��

�

わ
ず��


�

か
な
時

間
を
使
っ
て
緑
肥
を
播
く
の
は
当
た
り
前

だ
。
む
し
ろ
、
水
田
そ
し
て
コ
メ
と
い
う

恵
ま
れ
た
条
件
に
ア
グ
ラ
を
か
き
、
作
物

生
産
を
し
な
が
ら
農
地
の
生
産
力
を
高
め

る
と
い
う
農
業
の
そ
も
そ
も
の
仕
事
を
忘

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

盛
川
氏
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
播
い
た
圃

場
は
昨
年
度
に
は
麦
を
作
っ
た
69
・
７
ａ

の
転
作
田
。
借
地
だ
が
、
２
枚
の
圃
場
を

自
分
で
合
筆
し
た
。
両
脇
に
は
水
稲
が
作

付
������������











�
��


け
�����������










�
��


さ
れ
て
い
る
た
め
、
下
層
に
砂
利
層

が
あ
る
水
も
ち
の
悪
い
水
田
で
、
む
し
ろ

畑
作
物
を
作
る
の
に
向
い
た
土
地
だ
と
い

う
。
で
も
、
多
く
の
農
家
は
稲
以
外
の
作

物
を
作
る
こ
と
を
考
え
な
い
の
だ
。

隣
接
圃
場
か
ら
の
水
の
浸
み
込
み
を
考

え
て
、
播
種
は
畦
か
ら
１
・
５
ｍ
く
ら
い

離
し
て
行
な
っ
た
。
同
氏
の
初
め
て
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
１
１
５
日
と
１
２
５
日
タ

イ
プ
の
２
種
類
を
５
月
26
日
に
播
い
た
。

収
穫
は
10
月
15
日
。
坪
刈
で
15
％
に
乾
燥

さ
せ
た
収
量
は
、
１
１
５
日
品
種
が
10
ａ

当
た
り
９
３
７
・
４
㎏
に
対
し
て
、
１
２

５
日
タ
イ
プ
で
は
同
１
０
０
１
・
２
㎏
と

品
種
の
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
実
収
量

は
、
枕
地
や
欠
株
、
あ
る
い
は
機
械
に
よ

る
収
穫
ロ
ス
に
よ
り
10
％
以
上
減
ら
し
て

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
播
種
密
度
は
両
品

種
と
も
畝
幅
72
㎝
、株
間
実
測
平
均
25
㎝
。

栽
植
��������







�

密
度
は
５
５
６
０
本
／
10
ａ
だ
っ

た
。指

導
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
白
戸
洋
一
氏

で
は
収
穫
す
る
子
実
部
分
（
雌
穂
）
の
サ

イ
ズ
が
小
さ
く
収
量
が
限
定
的
に
な
る
。

マ
ル
チ
栽
培
に
よ
り
栽
培
日
数
の
長
い
品

種
の
栽
培
が
可
能
に
な
る
わ
け
だ
。
こ
の

マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
は
マ
ル
チ
の
敷

設
と
播
種
に
併
せ
て
除
草
剤
も
施
用
す

る
。
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
は
空
気
と
触
れ

る
こ
と
で
崩
壊
す
る
性
質
で
全
面
に
小
さ

な
ス
リ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
る
。
播
種
し
た

部
分
に
穴
が
空
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
発
芽
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
空
気
に

触
れ
て
強
度
の
落
ち
た
フ
ィ
ル
ム
を
突
き

破
っ
て
伸
び
て
い
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

一
定
レ
ベ
ル
ま
で
成
長
す
る
����




こ
ろ
��

に
は

（
図
２
）
の
よ
う
に
崩
壊
し
、
や
が
て
消

え
て
し
ま
う
。

マ
ル
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
で
１
１
０
日

タ
イ
プ
を
播
種
し
た
結
果
は
、
前
年
に
大

豆
を
作
っ
た
土
が
乾
い
た
場
所
（
30
ａ
）

図１：SAMCO社のマルチングプランターでの作業�。

図２：空気に触れてマルチフィルムが崩壊していく様子�。
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水田での子実トウモロコシ生産の実際（前編）
〜柳原・盛川・宮川氏の経営実験の報告と提案〜

シリーズ 水田農業イノベーション

特別編

は
、「
そ
の
年
の
気
象
条
件
に
よ
り
一
概

に
は
言
え
な
い
が
、
今
年
の
場
合
は
花
巻

で
も
１
２
５
日
品
種
で
良
か
っ
た
。
今
は

試
験
的
栽
培
で
、
そ
の
場
所
や
播
種
時
期

に
合
っ
た
品
種
の
選
定
や
栽
植
密
度
、
施

肥
量
な
ど
も
っ
と
た
く
さ
ん
デ
ー
タ
を
集

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

盛
川
氏
の
今
年
度
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
に
要
し
た
作
業
を
表
１
に
示
し
た
。
そ

の
機
械
作
業
体
系
を
見
る
と
、
ベ
ー
ス
と

し
て
は
乾
田
直
播
、
さ
ら
に
大
豆
と
は
ま

っ
た
く
同
じ
機
械
に
よ
る
作
業
で
あ
る
。

作
目
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
加
え
る
こ
と

で
、
盛
川
氏
の
機
械
償
却
費
は
さ
ら
に
下

が
る
わ
け
だ
。
同
氏
は
今
年
、
麦
、
大
豆
の

収
穫
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
の
コ
ン

バ
イ
ン
Ｔ
Ｃ
５
０
７
０
を
導
入
し
た
。
こ

の
機
械
に
と
っ
て
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
も

う
一
つ
の
作
物
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

干
拓
地
・
大
潟
村
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

宮
川
正
和
氏（
秋
田
県
大
潟
村
）

宮
川
氏
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
播
い
た
の

は
大
潟
村
の
転
作
田
30
ａ
と
北
秋
田
市
の

畑
２
ha
。
播
種
機
は
盛
川
氏
と
同
じ
モ
ノ

セ
ム
の
真
空
播
種
機
だ
が
、
ロ
ー
タ
リ
�ー

耕
後
に
播
種
し
て
鎮
圧
も
し
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
後
の
乾
燥
で
発
芽
が
遅
れ
た
。

播
種
も
本
来
な
ら
５
月
25
日
�
��

�
�

ご
ろ
�
�
�

が
望
ま

し
か
っ
た
が
、６
月
５
～
６
日
ま
で
遅
れ
、

当
初
は
実
を
取
る
に
は
間
に
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
。

品
種
は
１
０
８
日
と
１
１
５
日
タ
イ
プ

を
使
っ
た
。
大
潟
村
の
１
１
５
日
タ
イ
プ

は
遅
播
き
に
よ
る
減
収
は
あ
る
も
の
の
、

白
戸
氏
の
目
測
で
は
10
ａ
当
た
り
６
０
０

㎏
程
度
は
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。一
方
、

よ
り
緯
度
の
高
い
北
秋
田
で
は
１
１
５
日

タ
イ
プ
に
は
や
や
無
理
が
あ
り
、
１
０
８

日
タ
イ
プ
の
�
����������










ほ
う
���������









が
適
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。

宮
川
氏
の
ケ
ー
ス
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
除
草
剤
を
使
わ
ず
に
カ
ル
チ
を
２
回

か
け
た
だ
け
で
�
��

�
������






雑
草
�
�
������






に
負
け
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
。
発
芽
が
遅
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
宮
川
氏
は
「
こ
れ
ま
で
作
っ
て
き

た
作
物
の
中
で
こ
ん
な
に
手
間
の
か
か
ら

な
い
作
物
は
な
い
。
し
か
も
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
�������






�
�����





生
������





�
�����





長
が
早
い
の
で
雑
草
よ
り
早
く

優
勢
と
な
り
���


�
�����




�
�

、
��

�
�����




�
�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
も
十
分

で
き
る
」
と
話
し
て
い
た
。

単
価
や
交
付
金
額
で
は
な
く

投
下
資
本
・
労
働
力
当
た
り
収
益
に
注
目

も
う
一
度
、
盛
川
氏
の
作
業
工
程
と
時

間
（
表
１
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
乾

燥
の
時
間
を
加
え
て
約
70
ａ
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
に
要
し
た
総
労
働
時
間
は
４
９

０
分
。
10
ａ
当
た
り
に
換
算
す
る
と
１
・

１
時
間
だ
。
移
動
時
間
や
機
械
調
整
の
時

間
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
投
下

労
働
時
間
の
少
な
さ
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ち
な
み
に
、
生
産
費
調
査
で
他
の
作
物

図５：�乾燥調製の終わった子実トウモロ
コシ。水分は約15％に。

図４：�播種後のケンブリッジローラ��ー�に
よる鎮圧作業。発芽を安定させる。

図３：�盛川氏の４畦用真空播種機（モノ
セム）による播種作業�。

作業名 作業日 作業内容 総作業
時間

10a
当たり
換算

堆肥
散布 5月20日 2tダンプで圃場内に配布（２t×25台＝50t）トラクター＋レベラーで圃場内に広げる 100分 14分

耕起 5月22日 JD6430＋スガノ20インチ3連リバーシブルプラウで35㎝で反転耕 80分 11分

元肥
施肥 5月23日 JD2250＋ビコンブロードキャスターでニューマグ（苦土石灰）100㎏/10ａ、15・18・15化成60㎏/10ａ散布 20分 3分

砕土
整地 5月23日 JD6210＋アマゾーネパワーハロー 3m 40分 6分

種子
消毒 5月24日 鳥害予防にキヒゲンフロアブルを種子１kg当たりに20㎖塗布 30分 4分

播種 5月25日 JD6210＋モノセムの真空播種機で４畦、条間71㎝、株間21.5㎝に播種 40分 6分

鎮圧 5月25日 JD6210＋ダルボケンブリッジローラー（5.3m） 20分 3分

除草剤
散布① 5月26日 共立850ℓ乗用管理機で除草剤（デュアール乳剤100g/10a、ロロックス水和剤200g/10ａ）散布 20分 3分

除草剤
散布② 6月28日 乗用管理機でバサグラン液剤散布（150cc/10ａ） 20分 3分

（坪刈調査）10月11日

収穫 10月15日 ニューホランドTC5070（4.6mヘッダー） 60分 9分

乾燥
（張込み） 10月15日 山本80石遠赤外線乾燥機 60分 9分

総労働時間 490分 71分

表 1：盛川農場の 2013 年産子実トウモロコシの作業工程（圃場の面積：69.7 ａ）
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と
の
10
ａ
当
た
り
の
投
下
労
働
時
間
と
生

産
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
こ
う
な
る
。

柳
原
氏
が
２
０
１
２
年
度
に
自
ら
の
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
料
金
で
計
算
し
た
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
コ
ス
ト
（
表
２
）
は
、

２
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
15�

ha
以
上
規
模
の
コ
メ
（
11
年
度
生

産
費
調
査
）
で
は
、
労
働
時
間
は
13
・
64

時
間
で
、
コ
ス
ト
は
９
万
６
８
７
６
円
。

大
豆
（
12
年
度
生
産
費
調
査
）
で
は
労
働

時
間
は
８
・
22
時
間
で
、
コ
ス
ト
は
６
万

４
０
８
３
円
。
ま
た
、
15�

ha
以
上
規
模
の

小
麦
（
12
年
度
生
産
費
調
査
）
で
は
、
労

働
時
間
が
３
・
91
時
間
、
コ
ス
ト
が
５
万

８
１
４
１
円
で
あ
る
。
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
圧
倒
的
に
コ
ス
ト
も
労
働
力
も
少
な

い
こ
と
が
�����������










�

わ
����������









�

か
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
島

根
畜
試
が
10�

ha
規
模
で
�
������






湛������







水
直
播
を
し
た

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
例
で
も
、
コ
ス
ト
は
７
万
５

９
０
８
円
（
収
量
は
２
ｔ
／
10
ａ
）、
労

働
時
間
は
７
時
間
も
か
か
っ
て
い
る
。

柳
原
氏
の
デ
ー
タ
は
、
水
田
転
作
地
で

も
当
た
り
前
に
外
国
製
普
通
型
コ
ン
バ
イ

ン
が
使
わ
れ
て
い
る
北
海
道
の
例
で
あ

り
、
機
械
操
作
に
長
け
た
同
氏
で
あ
れ
ば

こ
そ
の
コ
ス
ト
だ
と
も
言
え
る
。し
か
し
、

そ
の
作
業
料
金
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
そ
の
作
業
を
請
け
負
っ
た
場
合
の
料
金

で
、
生
産
農
家
は
そ
れ
だ
け
を
払
え
ば
済

む
こ
と
に
な
る
。府
県
の
狭
い
農
道
で
は
、

外
国
製
コ
ン
バ
イ
ン
が
自
由
に
走
行
で
き

る
条
件
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

は
�
��������������














ぜ
ひ
�������������













と
も
国
産
コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
作
業
能
力
の

問
題
か
ら
、
柳
原
氏
の
試
算
や
盛
川
氏
の

作
業
時
間
よ
り
コ
ス
ト
や
労
働
時
間
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、

こ
の
コ
ス
ト
と
作
業
時
間
の
差
は
、
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
明
ら
か
に
投
下
資
本
、

投
下
労
働
力
当
た
り
で
見
る
と
収
益
性
の

高
い
作
物
で
あ
る
こ
と
�������







を
示
し
て
い
��

る
。

柳
原
氏
が
24
年
産
で
試
算
し
た
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
支
（
表
２
）
を
さ
ら
に

見
て
い
こ
う
。

①
は
柳
原
氏
と
兵
庫
県
の
養
鶏
生
産
者

で
あ
る
オ
ク
ノ
と
の
取
引
の
収
支
で
あ

る
。
物
流
コ
ス
ト
（
10
円
／
㎏
）
を
含
む

50
円
／
㎏
と
い
う
価
格
で
オ
ク
ノ
に
販
売

し
て
い
る
。
こ
の
収
支
は
、
飼
料
作
に
よ

る
水
田
転
作
の
10
ａ
当
た
り
３
万
５
０
０

０
円
の
交
付
金
と
こ
だ
わ
り
の
鶏
卵
生
産

を
す
る
奥
野
氏
の
持
ち
出
し
に
よ
っ
て
実

現
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
柳
原
氏
は
10
ａ

当
た
り
４
万
４
０
０
０
円
の
収
益
を
得
て

い
る
。
ま
た
、②
は
反
収
が
８
０
０
㎏
で
、

物
流
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
地
元
の
需
要

家
に
35
円
／
㎏
で
販
売
し
た
場
合
の
収
支

で
収
益
は
同
４
万
円
、
さ
ら
に
③
は
同
じ

く
反
収
が
１
ｔ
に
な
っ
た
場
合
の
収
支

で
、
同
４
万
７
０
０
０
円
が
農
家
の
手
元

に
残
る
勘
定
に
な
る
。

10
ａ
と
い
う
「
生
産
面
積
」
当
た
り
の

計
算
で
は
な
く
、
本
来
の
常
識
的
経営

計

算
で
あ
る
「
投
下
資
本
」「
投
下
労
働
力
」

当
た
り
で
計
算
す
れ
ば
、
む
し
ろ
収
益
性

は
は
る
か
に
高
い
と
言
う
べ
き
な
の
だ
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
東
京
先
物
相
場
の
ト

ン
当
た
り
価
格
推
移
は
２
万
円
か
ら
高
騰

時
に
は
５
万
円
に
ま
で
な
る
。
し
か
し
、

平
均
的
に
は
２
～
３
万
円
と
い
う
レ
ベ
ル

だ
。
１
㎏
当
た
り
に
換
算
す
れ
ば
20
～
30

円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
こ
れ
で
生

産
が
成
り
立
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
畜

産
農
家
の
負
担
に
よ
っ
て
の
こ
と
だ
。
こ

の
内
外
価
格
差
を
狭
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
次
号
で
は
そ
の
解
決
策

に
関
し
て
提
案
を
し
て
み
た
い
。

表 2：柳原孝二氏の 2012 年産子実トウモロコシの 10a 当たり収支

①兵庫県養鶏家との運賃込みキロ50円での取引の収支
経費（＊） 収入

種子 3,500 トウモロコシ品代 40,000
肥料 6,500（800㎏×50円）
除草剤 2,000
機械経費 6,000
コンバイン経費 5,000
物流費（800kg×10円） 8,000
費用合計 31,000
トウモロコシ販売利益 9,000
飼料作物交付金 35,000
収入合計 44,000

②10a当たり収量800㎏、キロ35円で地元で販売した場合
経費（＊） 収入

種子 3,500 トウモロコシ品代 28,000
肥料 6,500（800㎏×35円）
除草剤 2,000
機械経費 6,000
コンバイン経費 5,000
費用合計 23,000
トウモロコシ販売利益 5,000
飼料作物交付金 35,000
収入合計 40,000

③10a当たり収量１t、キロ35円で地元で販売した場合
経費（＊） 収入

種子 3,500 トウモロコシ品代 35,000
肥料 6,500（1,000㎏×35円）
除草剤 2,000
機械経費 6,000
コンバイン経費 5,000
費用合計 23,000
トウモロコシ販売利益 12,000
飼料作物交付金 35,000
収入合計 47,000
＊いずれも機械経費はコントラクターとしての徴収料金。作業人件費を含む。

（単位：円）
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1宮川氏の大潟村圃場の子実トウモロコシ����������������������������������������������。���������������������������������������������2雨の中で行なわれたコンバイン収穫作業��������������������������。�������������������������3実演会場を提供した宮川正和氏����������。���������4コーンヘッダ��ー�は
なくとも、ヘッダ���������������������������������������������������������ー��������������������������������������������������������にクロップリフタ������������������������������������������������ー�����������������������������������������������（白いＶ字型の部品）を付けてリールの回転数を落とすことで、収穫ロスを大幅に軽減できる�����。����5前日に
北秋田市の圃場で収穫され������������������������������、�����������������������������水分15％に乾燥したトウモロコシ�������������。������������6検討会の会場内の様子�。

子実トウモロコシ生産の収穫実演・検討会
10月30日、大潟村で本邦初開催!!

　10月 30日、秋田県大潟村の㈱正八（宮川正
和社長）の圃場と秋田県農業研修センターを会
場にして「子実トウモロコシのコンバイン収穫
実演と水田での子実トウモロコシ生産に関する
検討会」（本誌主催）が開催された。当初、10
月 17日に岩手県花巻市の㈲盛川農場（盛川周
祐社長）での開催を予定していたが、開催目前
に台風26号の影響を受けることが予想された
ために急きょ中止となり、改めて盛川氏と同様
に今年子実トウモロコシの生産に取り組んだ宮
川氏の大潟村での開催となった。
　これは、我が国で初めての子実トウモロコシ
生産をテーマとする実演検討会である。急な開
催決定にもかかわらず、検討会には南は鹿児島、
熊本から北は北海道まで40人余りの農業経営
者と研究者、コンバインメーカー、飼料メーカ

ーおよび新聞、テレビなどメディア関係者らが
集まった。ほとんどの参加者にとっては、コン
バインでトウモロコシを収穫し、粒々の形で排
出される様子を見ること自体が初めての体験。
それも干拓地である大潟村の転作田での生産で
あることに驚いていた様子だった。
　イアコーンサイレージに関する研究を進めて
いる（独）農研機構北海道農業研究センター、乾田
直播（畑作作業機での水稲生産）の実証研究を
進めている同東北農業研究センターからも研究
者が参加した。また、具体的な製品化のめどは
語られなかったが、参加した国内コンバインメ
ーカーのトウモロコシに対応した普通型コンバ
インの市販化もそれほど先の話ではないことが
関係者の言葉の端々から推測された。

123

456

水田での子実トウモロコシ生産の実際（前編）
〜柳原・盛川・宮川氏の経営実験の報告と提案〜

シリーズ 水田農業イノベーション

特別編


